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第7回

リモートアクセス・後編

今回は、快適なリモートアクセス環境

を実現するためのISDN回線について

少し詳しく説明するとともに、ISDN回

線につなぐためのハードウェアを紹介

します。

Macユ
ーザー

のため
の

ネット
ワーク

構築講
座

（株）ビー・ユー・ジー 製品開発部門
プロジェクトリーダー

三浦　訓志
さとし

連 載

ISDNを使うメリットとは？

まずISDNの利点についておさらいし

ます。ISDN回線は通常の電話回線と異

なり、デジタル方式の新しい通信網です

から、従来の音声による通信以外にコン

ピュータを使ったデータ通信の用途には

特に向いているといえます。NTTが現在

行っているサービスとしては、「INSネッ

ト64」と「INSネット1500」があります

（表1）。個人ユーザーは「INSネット64」

のほうを使うことになるでしょう。

「INSネット64」は2チャネル
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

ISDN回線は図1のような仮想的な回

線を含んでおり、これらの回線のことを

「チャネル」と呼びます。このうちデータ

通信で使うことのできるチャネルが「Bチ

ャネル」で、最大64Kbpsの速度でデー

タを送ることができます。また、「Dチャ

ネル」と呼ばれる16Kbpsのチャネルでは

主に発信・着信などの制御情報が送られ

ます。「INSネット64」の場合は「Bチ

ャネル」を2本と「Dチャネル」1本を含

んでいます。

ISDNのさまざまな利点
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

通常の電話回線でモデムを使って通信

する場合に比べると、ISDN回線には次

のような利点があります。

1高速な通信ができる

一般の電話回線＋モデムでは最高

28.8Kbpsですが、ISDN回線＋TAでは

最高64Kbpsの高速通信が可能です。ま
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表1：「INSネット64」と「INSネット1500」の比較
個人や小規模経営の会社では、IINSネット64で十分な効果が期待できる

図1：「INSネット64」のチャネル
データ通信用のチャネルが2つある

Bチャネル（64Kbps）

Bチャネル（64Kbps）

Dチャネル（16Kbps）

サービス 接続回線 通信チャネル 用途

INSネット64 銅線 2B （最大128Kbps） 個人、企業

INSネット1500 光ファイバー 23/24B （最大1.5Mbps） 企業

た、ISDN回線はダイアルアップしてから

接続までの時間が非常に短いのも特長で

す。

2経済的である

ISDN回線の単位時間当たりの通信料

金は通常の電話回線とまったく同一です

から、ISDN回線のほうが速く転送でき

る分、接続時間が短くて済むので経済的

といえます。

3通信が安定している

電話回線＋モデムでは回線の状況など

のアナログ的な要因で必ずしもモデムの

最高速度で通信できるとは限りませんが、

ISDN回線は相手先までがすべてデジタ

ル方式で接続されるので、回線の状況に

左右されません。また、通信中に突然切

断されるといったトラブルもモデムの場合

より少ないので、安心して通信できます。

4 2回線の同時利用が可能

ISDN回線は最初から通信のチャネル

が2つあるので、データ通信を行っている

最中でも音声で通信することが可能です。

同期通信モードも可能なISDN
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

前回説明したように、ISDN回線での

通信モードには「同期通信」と「非同期

通信」があります。「同期通信」モード

では送信側と受信側でデータのタイミン

グを完全にとって通信が行われるので、

回線の転送速度をフルに引き出すことが

できます。これに対して「非同期通信」

モードは、送信側の都合に応じてデータ

を送る方式で、コンピュータとのインタ

ーフェイス速度が回線の転送速度よりも

遅い場合などに使われます。「非同期通

信」モードでは、「V.110」というプロト

コルが一般的に使われています。

ISDN回線の費用は？

ISDN回線の導入にかかる費用は、導

入時の費用と毎月の基本料金、そして利

用量に応じた通信料金などがあります。

導入にかかる費用
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

ISDNの導入には、既存の電話回線を

ISDN回線に切り換える方法と、新規に

回線を用意する方法があります。新規に

引く場合でも普通の電話回線と同程度の
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図3：ISDN回線への接続例
TAの機種によって接続方法は若干異なる場合がある

表2：「INSネット64」の基本料金を電話回線を2本引いた場合と比較
（住宅用、カッコ内は事務所用）

図2：現在の電話番号をそのまま使えるかどうかをチェッ
クできる

DSU

ISDN

アナログTA

コンピュータ 

モジュラー・コネクター 

電話 

電話2回線 INSネット64

回線使用料 1,750円×2=3,500円 2,830円
（2,600円×2=5,200円） （3,630円）

プッシュ回線使用料 390円×2=780円 ─

DSUレンタル料 ─ 1,700円
（買い取り23,900円）

合計 4,280円 4,530円
（5,980円） （5,330円）

費用で導入できます。

例1既存の電話回線を切り換える場合

契約料800円＋施設設置負担金（な

し）＋工事費（α）＝800円＋α

例2新規にISDN回線を引く場合

契約料 8 0 0 円＋施設設置負担金

（72,000円）＋工事費（α）＝72,800円＋α

なお、既存の電話回線を切り換える場

合は、電話番号が変わってしまう場合が

あります（地域によって異なります）。こ

れを事前に確かめることのできるできる

W e b のホームページがあります

（http://www.info.hqs.cae.ntt.jp/dlij/SE

R_J/ISDN_J/WN_J/douban/douban.h

tml）（図2）。

毎月の費用
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

毎月の基本料金は表2のとおりです。

ISDNの場合、DSU（回線接続装置）

が必要（DSU機能を内蔵したTAを使う

場合は不要）です。通信料金は通常の

電話回線とまったく同じです。

ISDN回線にはTAで接続する

コンピュータをISDN回線に接続する

ためには、モデムの代わりにターミナルア

ダプター（TA）を使用します。TAには

シリアルケーブルで接続するもの、PCM-

CIAカード型、ボード型などさまざまな

機種があります。図3は、アナログ端子

を装備したTAを使って電話機とコンピ

ュータを接続している例です。通常のア

ナログ回線用の電話機やFAXなどは

ISDN回線に直接接続できないので、こ

のような端子のあるTAを使って接続する

ことになります。また、TAによってはモ

デムの機能を内蔵したものもあり、これ

を使うと通常の電話回線を使っている相

手先とのデータ通信も可能となります。

必要なハードウェアの例

さて、前置きが長くなりましたが、次に

ISDN回線を使ってリモートアクセスをす

るためのハードウェアについて解説します。
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図4：Linkboy Pocket（上）とLinkboy D64K（右）

クライアント側：「Linkboy」シリーズ
■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

ISDN回線に接続するためのハードウ

ェア（ターミナルアダプター、TA）の例と

して、（株）ビー・ユー・ジー製の

「Linkboy」シリーズを紹介します（図

4）。

「Linkboy Pocket」は電池駆動が可能

な携帯型のTAで、Macintoshとシリア

ルケーブルで接続することにより、最大

38.4Kbps（V.110）の通信を行うことが

できます。「Linkboy D64K」はPCMCIA

カード型のTAで、PowerBookのPCM-

CIAスロットに内蔵して（PCMCIAアダ

プターが必要です）最大 38 . 4Kbp s

（V.110）と、64Kbpsの同期通信も可能

です。

共にApple Remote Access（ARA）用

のCCLファイル（モデム・TAなどの周

辺機器を操作するためのスクリプトファ

イル）が付属しているので、ARAさえイ

ンストールすればすぐに使うことができま

す。コンピュータ側からはTAは単に速い

モデムのように見えるので、ARAの設定

方法はモデムの場合と何ら変わりません。

最近ではホテルや空港、公衆電話でも

ISDN対応の灰色の電話機を見かけるこ

とが多くなりました。この電話機にはTA

を接続するためのモジュラージャック端

子があり、これらのTAを持っていれば自

分のPowerBookをつないで、いつでもど

こでもリモートアクセスができるというわ

けです。

サーバー側その1：
「ARA MultiPort Server」

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

MacintoshをARAサーバーにする場合

では、一度に1台のクライアントしか接

続することができません。クライアントの

数だけMacintoshとサーバーを用意する

のは非常に不経済です。そのためApple

社では、「ARA MultiPort Server」（定価

240,000円）という製品を用意しました。

この製品は、NuBusのボードをMacin-

toshに装着することによって、サポート

するクライアント数を4台ずつ増やすこと

ができます。これはARA2.0対応ですが、

NuBusを装備する機種に限定されてしま

いますし、NuBusのシリアルポートを

ARAサーバー以外の別の用途に使うこと
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はできません。

サーバー側その2：
「NetEntrance」

■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━■

Macintoshをサーバーとする以外にリ

モートアクセスを可能にする方法として、

専用のハードウェアサーバーを使う方法が

あります。その例として、（株）ビー・ユー・

ジー製の「NetEntrance」（定価288,000

円）を紹介します（図5）。

「NetEntrance」は、5台までのアクセ

スが可能なARAサーバーとなるリモート

アクセスサーバー機能のほかに、ネット

ワーク上のコンピュータでモデムを共有

して通信やFAX送信のできるモデム／

FAXサーバー機能、LocalTalkのプリン

ターをEthernet上のコンピュータから使

用できるプリンター共有機能の3つの機

能を1台で実現した多機能サーバーです。

1ARAサーバー機能

「NetEntrance」はARA 1.0/2.0のサー

バーとして動作します。ARAユーザーが

増えたときでもクライアントソフトを購入

するだけで対応できます。

2最大5台までのアクセスが可能

組み込みシリアルポートと内蔵スロッ

トを合わせて最大5人までの同時アクセ

スをサポートします（図6）。内蔵スロッ

トはPowerBook100シリーズ互換で、

PowerBookの内蔵モデムを装着できま

す。最大230.4Kbpsの転送速度をサポー

トしているので、将来新機種の高速モデム

やTAなどが出てきても十分対応できま

す。

3ARAのCCLファイルを利用可能

ARAで使用しているCCLファイルを解

釈します。今使っているモデム／TA用

のCCLファイルをそのまま利用できるの

で、設定の手間もほとんどありません

（図7）。

4AppleTalk/IPゲートウェイ機能

ARAで接続すると同時に、MacTCPを

使ってTCP/IP通信が可能です。出先か

ら会社のネットワークを経由してインタ

ーネットへアクセスすることができます。

5強力なセキュリティー

ARAサーバーと同等のセキュリティー

機能以外に、「NetEntrace」独自にユー

ザー単位、ポート単位の設定を追加し、

大幅にセキュリティーが強化されていま

す。ユーザーごとに設定するセキュリテ

ィーは「アクセスキー」という単位で管

理され、これには

・アクセス可能な時間帯

・アクセス可能ゾーン

図5：「NetEntrance」
Apple Remote Accessのサーバーとして動作する。最大5台ま
でモデムやISDNのターミナルアダプターをセットできる。Ether-
netインターフェイスを装備
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・アクセス可能ポート

などの情報が設定されます（図8）。また、

一定期間パスワードを変更しないと変更

要求を行うなどの細かいセキュリティー

機能があります。

●

リモートアクセスは、手軽にWAN

のネットワークを構築できるので非常

に有用なアプリケーションといえるで

しょう。実際に弊社でもここでご紹介

したような機材を活用し、仕事をす

る人が働く時間や場所を自由に選択

できる「フレックスタイム／フレック

スプレイス」という制度を導入しまし

た。今後はPHSの普及などによって、

さらにネットワークの世界がさらに拡

がっていくことでしょう。

次回はcc:Mailをテーマに、メール

システムについて解説したいと思いま

す。

図7：NetEntranceの「機能設定」ウィンドウ
各ポートごとに機能を設定 図8：「アクセスキー」設定ウィンドウ

アクセスを許可する時間、ポート、ゾーンを設定できる

図6：NetEntranceの「一般設定」ウィンドウ
計5つのポートがある
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